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橋仔頭糖廠芸術村

　　橋仔頭糖廠は、1901 年日本人が建設した製糖工場

で、台湾で最初の現代産業基地である。台湾第 2 の都

市高雄市にあり、中心部からは北方へ地下鉄で 30 分

の位置にある。第２次大戦後は国民政府が接収したが、

製糖が衰退してからは、当地は火災に遭うなど次第に

放置されていた。1994 年まちづくりの風潮が高まる

中、地域文化に関心を持つ人々によって、ここを文化

的空間にしようとする動きがでてきた。1998 年台湾

で最初の産業遺跡となり、2001 年橋仔頭糖廠芸術村

が開設された。その後 10 年余り徐々に保存や整備が

続けられているが、なお、整備途上である。現在、芸

術村には元の製糖工

場の迎賓館を活用し

た核施設「白屋」や、

創作空間としての倉

庫、芸術家の滞在施

設などが点在してお

り、さまざまな創作

活動や展示などがなされている。

　　また、芸術村は、行政院文化建設委員会（現在の文

化部）が最初の駐村芸術家（アーティストインレジデ

ンス）のモデル実施を行った 7 か所の一つに選ばれた。

NGO とアーティスト組織が運営するのはこの芸術村

だけであった。

　　28 ヘクタールに及ぶエリア全体は国営事業台糖会

社の所有で、芸術村は使用する部分を賃貸借方式で活

�y 橋仔頭糖廠芸術村と新台湾壁画隊

用している。芸術村の運営は、「白屋」と「台湾芸術

発展協会」が共同で担っている。「白屋」とは 2001

年橋仔頭糖廠芸術村づくりを推進した文化活動者や

アーティストで組織するアート会社で、「台湾芸術発

展協会」は 2001 年設立された台北の全国的民間文化

シンクタンクである。

新台湾壁画隊

　　芸術村の活動の一つとして 2010 年「新台湾壁画隊」

が組織され、これまで次のような活動を行ってきた。

　①「蓋白屋プロジェクト」

　　2010 年 11 月 20 日、1.2

ｍ× 2.4 ｍのパネル 64 枚壁

や屋根で構成された木造の

「白屋」を芸術村に建て、台

湾全土から 60 名の芸術家が

集まって壁画を制作、2011

年 1 月 1 日に完成した。そ

の 後、2011 年 7 月 台 北、9

月雲林、11 月台東など台湾

各地で蓋白屋プロジェクトを

実施した。

　②「コミュニティ創作プロ

ジェクト」

　　2011 年 3 月高雄白樹里で、

6 月屏東佳冬で、実際のコミュニティに入って壁画を

描く試みを行った。その後も、台湾各地のコミュニティ

で住民や当地のアーティストと交流・協働しながら創

作活動を行ってきた。

　

④「国際移動創作プロジェクト」

　　2012 年は、海外にも活動を広げる計画を進めてき

た。今回日本東北で行ったプロジェクトがその第 1 弾

で、続いてイタリアでも白屋プロジェクトを実施した。
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　 ペーパードームと新故郷文教基金会

神戸鷹取、ペーパードーム誕生　10 年間復興と共に

　　1995 年 1 月 17 日，阪神・淡路大震災によって神

戸市長田区鷹取にあった鷹取教会（現・たかとり教会）

は焼け落ちた。又、教会があった野田北部地区も建物

の倒壊や火災で、尊い人命が失われるなど大きな被害

を受けた。しかし、すぐさま教会には信者や住民、そ

して全国から多くのボランティアや団体が集まり、ま

さに救援活動の拠点となった。その後も、外国籍の住

民が多いこの地域で、言葉、文化、民族、国籍などが

違う住民と一緒に新しいまちをつくることをめざし、

2000 年には NPO 法人たかとりコミュニティセンター

が誕生し、現在も敷地内に 8 つの団体がネットワーク

を組んで、様々な活動を展開している。

　　震災直後、建築家坂茂は焼け落ちた教会を紙で建て

ることを提案した。その提案に対し、最初神田神父は

「町の復興が先だ」と断った

が、粘る坂氏に「町の集会

所としてなら」ということ

で誕生したのが、ペーパー

ドームである。58 本の紙管

の柱にテント張りのユニー

クなペーパードームは、教

会としてだけでなく、復興

のための様々な舞台として存分に活用されました。新

たな教会の建設が始まるまでの 10 年間、教会やまち

の復興とともに歩んできた。

台湾桃米社区　自然・生態をテーマに復興

一方、1995 年 9 月 21 日台湾の中部で地震が発生し、

広い範囲に大きな被害が広がった。その被災地の一

つに桃米社区がある。台湾の地図のちょうど中心の

あたりに位置する、海抜 400 ～ 800 メートルの山村

で、369 戸のうち 168 戸が全壊、60 戸が半壊という

大きな被害を受けた。若者が都

会へ流失するなど以前から衰退

傾向にあった桃米は、地震で大

きな打撃を受け、村民たちは復

興の方向が見いだせず途方にく

れた。まちづくりを支援してき

た NPO 新故郷文教基金会が支

援に入り、住民と話合いをす

す m せる中で、「この地には自

然しかない」ことを逆手にとっ

て、蛙、トンボ、植生など豊富

な自然生態をテーマに復興村おこしを進めることを決

めた。それ以来、村民自身で生態公園を整備し、自ら

自然を学習し、そして外から自然を楽しむ人たちを迎

えるといった活動を、地域の力量を高めることを基本

にした社区営造（まちづくり）方式で進めてきた。現

在は、村に民宿も整備され、多くの人たちがこの地を

訪れるようになっていた。

ペーパードーム台湾へ旅立つ

　　台湾の震災の際、神戸からも様々な形で支援に駆け

つけましたが、その後も被災地の市民交流活動を続け

ていた。2005 年 1 月阪神・淡路大震災 10 周年に際し、

台湾の復興まちづくり関係者を招いて記念交流活動を

開催した。ペーパードームで歓迎会を行ったとき、挨

拶に立った台湾代表の廖嘉展さん（新故郷文教基金会

董事長）が、突然ペーパードームを台湾へ移設して再

生したいという構想を提案した。

　　最初は半信半疑だったが、次第に台湾と日本の協働

プロジェクトとして進めることが決まった。それぞれ

実行委員会を作り、教会の信者さんたち、たかとりコ

ミュニティセンター、それから野田北部まちづくりの

ネットワークなどを通し、全国の大勢の方々から浄財

をいただき、無事ペーパードームを解体して神戸港か

ら台湾台中港へ向け、送りだすことができた。そして、

突然の申し出から３年半、台湾の関係者による粘り強

い努力によって、921 大地震の被災地「桃米村」にペー

パードームは見事再生した。

　　桃米に移設・再生されたペーパードームは、周りに

いくつかの建物や池、広場などが配され、全体が一つ

の園区になっている。主な施設は、紙教堂ペーパードー

ムのほか、喫茶や食事、地元の産品の売場などの建物、

生態池や芝生広場などが配されている。毎日のように、

講座、音楽会、婚礼など各種行事が行われ、多くの人

が訪れている。また、村内に 20 軒以上の民宿があり、

ゆっくり宿泊することも可能である。

　　　　　　　


